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では1984年に「映像人類学協会（Society for Visual Anthropology)」が設立され, 毎年, 学
会中に民族誌映画の上映セッションが設けられている。また, 英国人類学会でも定期的に
「国際民族誌映画祭（RAI International Festival of Ethnographic Film)」が開催され, これま
で12回を数えている。いずれの学会でも, 映像上映セッションや映画祭は, 学術研究者以外
からの出品を認めていて, 母体となる人類学会にはない特別な扱いがなされている。そこに
















ヤップ島に小型カメラを持参し, 記録としての撮影を試みたり, さらに, 映像を祭りの比較
研究に用いたうえで作品化も試みている［牛島1987：６]。牛島の試みはほぼ独自の模索で
あったが, その経験をもとに, 牛島は, 大学における映像人類学教育について３つの提言を
































した｡ 海外の著名な民族誌映画は, 例えばアメリカの Documentary for Educational Resources
(DER）や Berkeley Media LLCなどで, 上映権付の DVDを購入することができる。しかし,
そもそも映像人類学の系譜について日本国内での議論が未だまとまっていないため, 各教員
は試行錯誤しながらそれぞれに試みているものと思われる。1999年に出版された『映像人類













































































































・ Robert Flaherty 1922 “Nanook of the North” （79分）
・ Margaret Mead and Gregory Batoson 1952 “Bathing Babies in Three Cultures”（10分）
・ John Marshall 1957 “The Hunters”（72分）
・ 1962 “A Joking Relationship”（13分）
・ Jean Rouch 1961 “La Pyramide humaine（『人間ピラミッド』)”（88分）
・ Timothy Asch and Napoleon A. Chagnon 1975 “The Ax Fight”（30分）
・ David MacDougall 1988 “Photo Wallahs”（60分）
・ 大森康宏1977『ジプシー・マヌーシュの生活』(60分）
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・ Kim Longinotto 1993 “Dream Girls”（50分）
民族誌映画を見せるにあたって常に意識を促すのは,「被写体」｢制作者（撮影者)｣「視聴














ある。大森作品は, フランスの移動民マヌーシュの生活を, 日本人である大森が, 彼らと生












































































1 20歳の私 ２分20秒 撮影
2 リベンジ ２分20秒 撮影
3 私のテンションが一番上がるとき ２分25秒 撮影
4 大事な家族の一員 １分33秒 撮影
5 八天堂のクリームパン ２分23秒 撮影
6 今の自分＋00 37秒 撮影
7 前に進めた証 ２分36秒 思い出写真＋撮影
8 「今の自分」に影響を与えたものって？ ２分37秒 思い出写真＋撮影
9 岸和田だんじり祭 １分39秒 思い出写真＋撮影
10 外国人がだーいすき！輝くみーちゃん！ ２分45秒 思い出写真＋撮影
11 ●●（本人の名前）の before after ３分 思い出写真
12 サッカー＝今の自分 １分28秒 思い出写真
13 雪山で過ごす一冬 １分53秒 思い出写真
14 I love friend… １分26秒 思い出写真


















している（実際の履修生は, 2010年度15人, 2011年度17人, 2012年度15人)。
映像制作には, ①企画（プリプロダクション), ②撮影（プロダクション), ③編集（ポス
トプロダクション）の３つの段階がある。28時間（連続２時間×14週）のうち, 企画に６時





まず, 企画では, ①テーマの設定, ②事前調査と被写体となってくれる人への交渉, ③作
品の起承転結を念頭においたストーリー構成, について企画を練り, 企画書を完成させる。































むしろ, 常に企画書に立ち返りながら, 変更すべき点は企画書に手を加え, そのこと自体も
自覚的に記憶することを促している。そのことによって,「現実」と「表象」の間に起こり
うるズレがどのように形成されるのかを理解しうるからである。
なお, 撮影は, 最終的に完成させる作品を15分程度としていることから, ３倍の45分, 長
くとも１時間以内で撮影することとしている。使用しているビデオカメラ（HDR-HC9）は
DVカセット形式のもので, １時間のカセット１本で撮影を終えるように促す。企画の段階
で十分な調査を行い, 撮影すべきことを焦点化していれば可能であるし, 逆に, 無造作にカ
メラを回しても「何も撮れていない」ということになる。作品にすることを想定した映像撮
























20101 貴志川線の軌跡 ９分 取材
20102 職人魂―伝統文化を背負う若者― 12分 取材
20103 脊髄小脳変性症―あなたはこの病気を知っていますか？ ９分 家族
20104 Documentary’s Documentary 14分 自分＋友人
20105 たばこへの依存―値上がりを経て― 11分 友人
20106 オードリーヘップバーンに憧れて 11分 友人
20107 メイクのこだわり 11分 友人
20108 皮肉をめぐる文化差 16分 友人
20111 鉄道事業の神様 ７分 取材
20112 ええ街 新世界 12分20秒 取材
20113 守衛さんの一心―大学を管理するということ― 11分30秒 取材
20114 Mother’s Work 11分 家族
20115 僕の好きな場所 14分30秒 自分＋友人
20116 失敗は成功のマザー ８分30秒 自分＋友人
20117 夜は短し歩けよ藤江 12分40秒 自分
20118 生まれる。 13分30秒 友人
各作品に関する評価はここでは述べないが, 前述のように, 外に取材に出た作品には新鮮
な発見があり, また, 家族を対象とした作品には, 普段何気なく生活を共にしている家族に
カメラを向けることで, 新たな関係性が得られたことが見てとれる。テーマを選ぶ際には,
必然的に, 今自分が取り組んでいること, 関心のあることが反映される。例えば, 2010年度
に制作された「職人魂―伝統文化を背負う若者―」は, 京都で観光「保津川下り」の船頭を
する20歳の若者を取材した作品である。就職活動を開始する３年次後期の履修生たちにとっ













































































































演習におけるこの取り組みは, 現代社会の事象を認識し, 自ら考察し, そして具体的な対
象を通してメッセージを表現するという, 一連の思考とコミュニケーション回路を構成して
いる。２年間かけて１つの事象を追及し, 他者に理解してもらうことを意識して表現する試
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Understanding through Filmmaking :
From a Visual Anthropology Perspective
MINAMIDE Kazuyo
Global society in the information age strongly demands education in media literacy, which
means the ability to judge phenomena subjectively and then communicate with others interac-
tively. In response to this demand, since 2008 St. Andrew’s University has provided media liter-
acy education as part of the faculty of International and Liberal Arts. This paper describes the
author’s educational practice for “cross-cultural understanding through filmmaking.”
The word “media” means an intermediary for transmission and reception of information and
communication, and widely ranges from public media to private communications. Needless to say,
the medium that symbolizes the information age is the Internet. Not only does it dramatically in-
crease the amount of information and facilitates the data’s transmission, the Internet’s spread has
made it possible for people to access it from both ends of the spectrum. The Internet is also being
used to easily transmit linguistic information as well as visual images. Through our own eyes, we
have confirmed some of the facts and images we know about global society, yet the majority of
the knowledge is obtained through public media. Nonetheless, while the sources of the informa-
tion we receive has spread globally, the targets we send to are usually of a personal relationship.
In this sense, the transmission and reception of information are asymmetrically related. In such
a situation, everyday practice limits for students to learn the critical literacy for public media.
In this paper, I will introduce my practice of media literacy education from the perspective of
visual anthropology on two aspects : interpreting images and learning through video production.
The former approach tries to show a series of ethnographic films that were mainly produced with
awareness of the relation between filmmaker and informants. To identify the existence of
“creator” between subjects on the screen and ourselves watching the film leads students to read
the authors’ interpretation and messages. The latter approach, video production of a 15-minute
documentary film, aims to provide students with structural understanding of fact recognition and
expression. These approaches, I believe, can offer students not only the capacity of information
processing but also training for planning and self-expression skills.
